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第103回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.7.4-7.5, 福岡.

13. 興梠聡志, 上原なつみ, 三池 忠, 鈴木 翔, 坂口 舞, 山路卓巳, 原田 拓, 永山 学,
安倍弘生, 田原良博, 山本章二朗, 真方寿人, 中島真也, 石崎秀信, 梅北佳子, 頼田顕辞,
中村恵理子, 浅田祐士郎, 下田和哉：早期診断･集学的治療により治癒しえた食道内分泌細
胞癌の一例.
第103回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.7.4-7.5, 福岡.

14. 宮後 冴, 山本章二朗, 坂口 舞, 野田貴穂, 野田裕子, 鈴木 翔, 上原なつみ, 竹田幸
子, 夏田朱一郎, 橋本神奈, 前村幸輔, 山路卓巳, 安倍弘生, 三池 忠, 田原良博, 土屋
和代, 池田拓人, 下田和哉：発症後早期に外科的治療に至った若年発症の潰瘍性大腸炎の�例.
第103回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.7.4-7.5, 福岡.

15. 明利聡瑠, 山田優里, 鈴木 翔, 大園芳範, 土持舞衣, 三池 忠, 安倍弘生, 岩切久芳,
末田光恵, 田原良博, 山本章二郎, 蓮池 悟, 永田賢治, 真方寿人, 大谷和広, 後藤清香,
丸塚浩助, 下田和哉：繰り返す静脈瘤出血に対してHassab手術を施行した特発性門脈圧亢
進症の一例.
第103回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.7.4-7.5, 福岡.��



16. 黒木暢一, 永野元章, 近藤千博, 南 史朗, 矢野公一, 藤井義郎, 甲斐真弘：肝切除の難
治性胆汁漏にエタノール注入が有効で有った症例.
第103回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.7.4-7.5, 福岡.

17. 芦塚伸也, 三宮一朗, 三木吾郎, 増田 稔, 星子新理, 松本英丈, 中島孝治, 稲津東彦,
北村和雄, 池田拓人, 近藤千博, 盛口清香, 秋山 裕, 佐藤勇一郎, 丸塚浩助, 佛坂正幸：
シンポジウム�：IBD関連腫瘍 診療の現状と展望：当科における潰瘍性大腸炎関連腫瘍の
検討.
第97回日本消化器内視鏡九州支部例会, 2014.7.4-7.5, 福岡.

18. 池田拓人, 佛坂正幸, 南 史朗, 土屋和代, 前原直樹, 藤井義郎, 内山周一郎, 近藤千博：
ワークショップ�：治療に難渋する IBD症例の戦略：ストーマを造設したクローン病症例
の検討.
第104回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.12.5-12.6, 大分.

19. 佛坂正幸, 長友俊郎, 根本 学, 樋口茂輝, 黒木直哉, 池田拓人, 内山周一郎, 岩村威志：
ワークショップ�：治療に難渋する IBD症例の戦略：クローン病に伴う肛門病変の治療.
第104回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.12.5-12.6, 大分.

20. 土持有貴, 大内田次郎, 濱田剛臣, 今村直哉, 旭吉雅秀, 甲斐真弘, 近藤千博, 春山幸洋,
片岡寛章：多発浸潤性膵管癌の�切除例.
第104回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.12.5-12.6, 大分.

21. 内山周一郎, 真方寿人, 北村英嗣, 佐野浩一郎, 金丸幹郎, 末田秀人：腹腔鏡下腹会陰式
直腸切断術後に生じた会陰ヘルニアの一例.
第104回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.12.5-12.6, 大分.

22. 三宅那央, 大内田次郎, 今村直哉, 旭吉雅秀, 甲斐真弘, 近藤千博, 春山幸洋, 片岡寛章：
十二指腸乳頭部神経内分泌癌の一例.
第104回日本消化器病学会九州支部例会, 2014.12.5-12.6, 大分.

研究会・その他

1. 矢野公一, 近藤千博, 甲斐真弘, 藤井義郎, 大谷和広, 永野元章：当科の肝切除後ドレー
ン抜去に関わる術後胆汁漏, 臓器/体腔SSIの検討.
第35回九州肝臓外科研究会学術集会, 2014.2.1, 福岡.

2. 土屋和代, 池田拓人, 真方寿人, 西田卓弘, 柴田伸弘, 中島真也, 石崎秀信, 前原直樹,
近藤千博：当科におけるComponents separation法による腹壁瘢痕ヘルニア修復術.
宮崎県外科医会・冬期講演会, 2014.2.14, 宮崎.

3. 根本 学, 岩村威志, 黒木直哉, 樋口茂輝, 佛坂正幸, 長友俊郎, 宮崎貴浩, 吉山一浩,
林 透：当科における胃噴門癌に対する腹腔鏡補助下噴門側胃切除術.
宮崎県外科医会・冬期講演会, 2014.2.14, 宮崎. ��



4. 塩月裕範, 島山俊夫, 田中俊一, 増田好成, 土持有貴：尻押し法による低位前方切除
(DST) 後の外列補強縫合.
宮崎県外科医会・冬期講演会, 2014.2.14, 宮崎.

5. 新名一郎, 甲斐健吾, 玉田修吾, 櫻井俊孝：メッシュプラグ法術後�年目に発症した神経
性疼痛に対し triple neurectomyを施行し疼痛の改善をみた一例.
第�回九州ヘルニア研究会学術集会, 2014.2.15, 福岡.

6. 佛坂正幸：長期にわたる化学療法を施行した高度進行下部直腸癌の�例.
ML研究会 ｢大腸がん化学療法を考える会｣, 2014.2.27, 宮崎.

7. 石崎秀信, 西田卓弘, 前原直樹, 池田拓人, 近藤千博：当科における直腸癌に対する治療
戦略.
第11回宮崎大腸疾患研究会, 2014.2.28, 宮崎.

8. 内山周一郎：当院における大腸癌イレウスの治療方針.
第�回宮崎がん治療フロンティア, 2014.3.14, 宮崎.

9. 佛坂正幸, 長友俊郎, 根本 学, 樋口茂輝, 黒木直哉, 岩村威志, 丸山賢幸：当院におけ
る大腸癌肺転移の外科治療成績.
第�回宮崎がん治療フロンティア, 2014.3.14, 宮崎.

10. 池田拓人：当科における大腸癌腹膜播種性転移症の検討.
大腸肛門疾患学術講演会, 2014.3.28, 宮崎.

11. 内山周一郎：当院における大腸腹腔鏡手術の取り組み.
大腸肛門疾患学術講演会, 2014.3.28, 宮崎.

12. 柴田伸弘, 土屋和代, 前原直樹, 橋下神奈, 安倍弘生, 日高智徳, 永井公洋, 近藤千博,
下田和哉：固形癌のびまん性骨転移に併発したDICの治療経験.
トロンボモジュリン講演会, 2014.6.20, 宮崎.

13. 金丸幹郎, 真方寿人, 内山周一郎, 佐野浩一郎, 末田秀人：外科領域疾患におけるリコモ
デュリンの使用経験.
トロンボモジュリン講演会, 2014.6.20, 宮崎.

14. 石崎秀信, 北村英嗣, 土持有貴, 西田卓弘, 南 史朗, 大内田次郎, 前原直樹, 池田拓人,
近藤千博：75歳以上高齢者大腸癌における術後補助化学療法の検討.
第81回大腸癌研究会, 2014.7.4, 名古屋.

15. 内山周一郎：超高齢者の大腸癌再発症例に対する化学療法.
Miyazaki Oncology Conference 2014, 2014.7.25, 宮崎.

16. 小倉康裕, 崎濱久紀子, 河田 純, 甲斐健吾, 植田雄一, 森藤良浩, 土井 篤, 別府樹一
郎, 中村 豪, 大友直樹, 日高秀樹, 下薗孝司, 上田祐滋：膵炎を繰り返すLemmel症候
群の膵管ステント留置中に発症した十二指腸乳頭部癌の�例.
宮崎県外科医会・夏期講演会, 2014.8.1, 宮崎.��



17. 根本 学, 佛坂正幸, 長友俊郎, 樋口茂輝, 黒木直哉, 岩村威志：当院における大腸癌肝
転移に対する手術成績.
宮崎県外科医会・夏期講演会, 2014.8.1, 宮崎.

18. 柴田伸弘：消化器症状.
平成26年度第�回宮崎県緩和ケア研修会, 2014.9.6-9.7, 宮崎.

19. 柴田伸弘, 秋月渓一, 日高智徳, 前原直樹, 土屋和代, 永井公洋, 近藤千博, 下田和哉：
乳癌骨髄浸潤に併発したDICの治療経験.
第27回宮崎乳腺疾患研究会, 2014.10.4, 宮崎.

20. 船ヶ山まゆみ, 駒木幹正, 古澤秀実, 前田資雄, 山本 隆, 山口由紀子, 中原 浩：50歳
以下乳癌症例に対するAI処方の経験-補助療法において-.
第27回宮崎乳腺疾患研究会, 2014.10.4, 宮崎.

21. 玉田修吾, 米丸順子, 大峰るり子：当院における若年性乳癌疾患者診療への取り組み.
第27回宮崎乳腺疾患研究会, 2014.10.4, 宮崎.

22. 旭吉雅秀：消化器外科とNST.
平成26年度第�回NST院内勉強会, 2014.10.15, 宮崎.

23. 近藤千博：肝腫瘍 外科.
平成26年度第�回宮崎大学がんセミナー, 2014.10.15, 宮崎.

24. 前原直樹：胃･食道腫瘍 外科.
平成26年度第�回宮崎大学がんセミナー, 2014.10.29, 宮崎.

25. 石崎秀信：大腸腫瘍 外科.
平成26年度第�回宮崎大学がんセミナー, 2014.11.5, 宮崎.

26. 大内田次郎：膵腫瘍.
平成26年度第�回宮崎大学がんセミナー, 2014.11.12, 宮崎.

27. 甲斐眞弘：胆嚢腫瘍.
平成26年度第�回宮崎大学がんセミナー, 2014.11.12, 宮崎.

28. 佛坂正幸, 岩村威志, 根本 学, 長友俊郎, 樋口茂輝, 黒木直哉：大腸癌に対する術前化
学療法の効果.
第41回宮崎大腸肛門疾患研究会, 2014.11.14, 宮崎.

29. 提示 玉田修吾, 回答 植田雄一：症例ディスカッション：Luminal症例.
宮崎乳がんネットワーク特別講演会, 2014.11.14, 宮崎.

30. 提示 大友直樹, 回答 船ヶ山まゆみ：症例ディスカッション：Triple Negative症例.
宮崎乳がんネットワーク特別講演会, 2014.11.14, 宮崎. ��



31. 柴田伸弘：乳がん.
平成26年度第�回宮崎大学がんセミナー, 2014.11.19, 宮崎.

32. 池田拓人：炎症性腸疾患の外科的治療.
鹿児島消化器ネットワークセミナー, 2014.11.29, 鹿児島.

33. 大内田次郎：新型プラスチックステント ｢QuickPlaceV｣ の使用経験.
第�回九州ERCP-EUS研究会, 2014.12.13, 福岡.

特別講演

1. 近藤千博：肝切除術の進歩について.
宮崎市郡外科医会学術講演会, 2014.5.19, 宮崎.

2. 石�秀信：大腸癌の治療戦略.
都城市北諸県郡医師会外科医会総会および講演会 (大腸がん検診研修会), 2014.7.29, 都城.

教育講演

1. Ishizaki, H.：Keynote Lecture：Cancer immunotherapy：from bench to clinic.
Annual Congress of Korean Surgical Society, 2014.11.27-11.29, Seoul, Korea.

��



平成27年の業績
論文 (出版済)
著 書

1. 甲斐真弘：胆嚢結石症, 総胆管結石症, 肝内結石症 (外科) .
Today�s Therapy 2015, 553-554, 2015.

原 著

1. Ohuchida, J., Chijiiwa, K., Imamura, N., Nagano, M. and Hiyoshi, M.：Randomized
controlled trial for efficacy of Nafamostat Mesilate in preventing post-endoscopic
retrograde cholangiopancreatography pancreatitis.
Pancreas, 44(3)：415-421, 2015.

2. Miyazaki, M., Ohtsuka, M., Miyakawa, S., Nagino, M., Yamamoto, M., Kokudo, N.,
Sano, K., Endo, I., Unno, M., Chijiiwa, K., Horiguchi, A., Kinoshita, H., Oka, M.,
Kubota, K., Sugiyama, M., Uemoto, S., Shimada, M., Suzuki, Y., Inui, K., Tazuma,
S., Furuse, J., Yanagisawa, A., Nakanuma, Y., Kijima, H. and Takada, T.：Classificati
on of biliary tract cancers established by the Japanese Society of Hepato-Biliary-
Pancreatic Surgery：�rd English edition.
Journal of Hepato-Biliary-Pancreatic Sciences, 22(3)：181-196, 2015.

3. Jimi, S., Hotokezaka, M., Ikeda, T., Uchiyama, S., Hidaka, H., Maehara, N., Ishizaki,
H. and Chijiiwa, K.：Clinicopathological features, postoperative survival and prog-
nostic variables for cancer-related survival in patients with mucinous colorectal
carcinoma.
Surgery Today, 45(3)：329-334, 2015.

4. Adachi,T., Eguchi, S., Beppu, T., Ueno, S., Shiraishi, M., Okuda, K., Yamashita, Y.,
Kondo, K., Nanashima, A., Ohta, M., Takami, Y., Noritomi, T., Kitahara, K. and
Fujioka, H.： Prognostic impact of preoperative lymph node enlargement in
intrahepatic cholangiocarcinoma：A multi-institutional study by the Kyushu Study
Group of Liver Surgery.
Annals of Surgical Oncology, 22(7)：2269-2278, 2015.

症例報告

1. 西田卓弘, 中島真也, 石�秀信, 前原直樹, 池田拓人, 近藤千博：小児腹部救急領域にお
ける臍部ジグザグ切開を併用した単孔式腹腔鏡補助下手術の有用性.
日本内視鏡外科学会雑誌, 20(3)：277-283, 2015.
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総 説

1. 中目和彦, 真方寿人, 土屋和代, 近藤千博, 向井 基, 加治 建：遊走脾の固定.
小児外科, 47(3)：303-307, 2015.

2. 近藤千博, 甲斐真弘：【膵癌・胆道癌-基礎と臨床の最新研究動向-】胆道癌 I総論 臨床編
胆道癌の腫瘍マーカーとバイオマーカー：癌遺伝子 (K-ras､ p53､ p16､ DPC4､
hTERTmRNA ).
日本臨床, 73 (増刊�)：477-480, 2015.

論文 (印刷中)
原 著

1. Hotokezaka, M., Ikeda, T., Uchiyama, S. and Chijiiwa, K.：Impact of nutritional
on quality of life in patients with Crohn’s disease.
Hepato-Gastroenterology (in press)

2. Nakashima, S., Chijiiwa, K., Maehara, N., Umeki, K. and Okayama, A.：Serum E-
Selectin level predicts reccurrence following pancreatic resection.
Hepato-Gastroenterology (in press)
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